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2008年　
N=1,500
2007年　
N=1,500

わからない

特になし

その他

IT関連保険への加入

シンクライアントの導入

PKI、デジタル証明書の導入

サーバーの監視のためのSSPの採用

パッチマネジメント（脆弱性管理）

掲示板、コミュニティなどの
自社に関する書き込みのチェック

サーバー証明書の発行

データセンター事業者やISP提供の
ウイルスブロック

フィッシング対策ツールの導入

無線LANのセキュリティ強化

スパム対策システムの導入

メールのモニタリング

ウェブ閲覧のモニタリング

メールの利用制限

リモートアクセス制限

USBメモリやCDRなどによる
データの持ち帰り

WinnyなどのP2Pソフトウェアによる
情報漏えい対策

ウェブ閲覧制限

インストールするアプリケーションの制限

社内からの機材持ち出し制限

社外からの機材持ち込み制限

セキュリティ・個人情報保護体制・教育

ウイルス対策と教育
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セキュリティ対策では「ウイルス対策と教育」が60.8％
資料7-6 -6　取り組んでいるセキュリティ対策（複数回答）［2007年-2008年］

©impress R&D, 2008

セキュリティ対策

企業内で取り組んでいるセキュリティ対策では、「ウイルス対策と教育」の60. 8％、「セキュリティ・個人情報
保護体制・教育」の51. 0％がほかの項目よりやや飛び出して高い。今年は選択肢に「わからない」を追加して
いることもあり、上位2項目は比率が低下しているものの、全体的に昨年から大きな変化はみられない。



7-6リスクマネジメント

インターネット白書2008　329

 

第
7
部

企
業
利
用
動
向

今後新たに取り組むセキュリティ対策は半数が予定なし
資料7-6 -7　今後取り組む予定のセキュリティ対策（複数回答）［2007年-2008年］

2008年　
N=1,500
2007年　
N=1,500
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パッチマネジメント（脆弱性管理）

WinnyなどのP2Pソフトウェアによる
情報漏えい対策

データセンター事業者やISP提供の
ウイルスブロック

PKI、デジタル証明書の導入

リモートアクセス制限

社外からの機材持ち込み制限

社内からの機材持ち出し制限

ウイルス対策と教育

サーバー証明書の発行

インストールするアプリケーションの制限

サーバーの監視のためのSSPの採用

掲示板、コミュニティなどの
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フィッシング対策ツールの導入
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メールのモニタリング
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シンクライアントの導入
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メールの利用制限
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現在取り組んでいるセキュリティ対策以外で今後取り組む予定のセキュリティ対策を尋ねた。「特になし/わか
らない」が54.1％であり、昨年から4ポイント増加している。具体的な対策の上位では、「セキュリティ・個人
情報保護体制・教育」や「メールの利用制限」「無線LANのセキュリティ強化」などが僅差で並んでいる。

セキュリティ対策
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セキュリティ対策に自信がない層が自信がある層を上回る
資料7-6 -8　取り組んでいるセキュリティ対策の効果［2007年-2008年］

インターネットやメールの送受信の私的利用制限は4割前後
資料7-6 -9　インターネットやメールの私的利用の制限有無［2007年-2008年］

©impress R&D, 2008

©impress R&D, 2008
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取り組んでいるセキュリティ対策の効果についてきいたところ、「どちらとも言えない」が44.7％と最も高い。
一方、「非常に自信がある」や「やや自信がある」を合わせると26. 7％となり、昨年の23. 4％から増加して
はいるが、依然として自信がない層の28.5％を下回っている。

インターネットやメールなどの私的利用の制限状況をみたものであるが、何かしらの制限をしているのはイン
ターネットの40.7％が最も高く、ついでメールの送受信が37.8％となっており、昨年の調査より数ポイント
増加している。ただし、「特に制限をしていない」の比率が「わからない」を除くと半数以上となっている。

セキュリティ対策
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